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株式会社フクダ・アンド・パートナーズは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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非常時

平常時
リバーシブル・ビル

人を育てる

人を守る

「平常時」
人を育てる
（共創）

「非常時」
人を守る
（共生）

入居テナントとともに SDGsと社会課題解決に貢献できる企業向けオフィス

高速道路、鉄道、空港などの交通インフラが近い、広域営業拠点としてのオフィス

入居企業同士と産・官・学、医療地域が共創し、価値を生みだすオフィス

企業防災、備蓄物流、BCPの情報発信拠点(AZ-COM BCPギャラリー)、セミナー等に
活用可能な貸し会議室

施設の電力を CO2 ゼロの再エネ 100% 電力で調達

FCV(水素自動車)及びEV(電気自動車)対応のV2X(※) システムを導入し、レジリエンスと
脱炭素化の両立を実現
※V2X(Vehicle to X)：車と歩行者やインフラ、ネットワーク等との接続や相互連携を総称する技術

⒈
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72 時間稼働の非常用発電機に加え、太陽光発電＋蓄電池＋EV( 電気自動車 ) を導入し、
電力を 3 次的にバックアップする仕組みを構築

2Fギャラリー・セミナールームを発災時の一時滞在場所として開設し、株式会社丸和運輸機関
とともに帰宅困難者 80 名を受け入れる。地域分散型時代に対応

F&P 社員の非常用食糧等を備蓄(200人×6日分)。帰宅困難者受け入れの際には無償提供

F&PのBCP：東京首都圏大災害時の経営執行業務機能移転先として仙台を選定

株式会社丸和運輸機関との連携により、災害支援物資等の「ものを運ぶ、足のある備蓄」を実現

電気自動車やV2X の活用により広域防災連携が可能となり、更に防災拠点として国土
強靭化に寄与する
※東北大学災害科学国際研究所丸谷教授と企業防災・地域防災・BCPにおける共同研究を実施
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仙台長町未来共創センター

平常時と非常時で機能が変わる
共創と共生のリバーシブル・ビル®

地域振興につながる民間事業で新たな雇用が見込まれる事業の民間投資支援
ふるさと融資 ( 仙台市・ふるさと財団 ) の活用

補助金

仙台長町 FC を活用した企業防災等の推進に関する協定書

宮城県：みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業補助金
仙台市：仙台市民間防災拠点施設再生可能エネルギー等導入補助制度

仙台市＋東北大学災害科学国際研究所＋㈱丸和運輸機関＋F&P にて締結

株式会社フクダ・アンド・パートナーズが事業主となり、仙台市長町副都心に、共創と共生をテーマに平時と非常時で

機能が変わるリバーシブルビルを開発しました。仙台長町未来共創センターは、いつの時も地域を照らし続ける

サスティナブルな施設です。

平常時「共創」：産官学連携で共創し続けるオフィスビル 
非常時「共生」：人と地域を守る地域密着の防災施設
東日本大震災で72施設の物流センターや店舗の復旧支援に取り組んだ経験を通して、災害時に電気が消えないことの
重要性や、「物を運ぶ」機能がライフラインとなること、人と人が助け合うことの大切さを学びました。その想いや経験が、

産官学連携（仙台市・丸和運輸機関他テナント企業・東北大学災害科学国際研究所）で共創し、地域を守り続ける

オフィスビルを開発しました。

今後も「持続可能な社会（SDGs）」の実現に寄与するための取り組みを続けてまいります。

F&Pグループのサスティナブルな取り組み

当施設の第三者評価 (ESG 評価 ) 及び協定

「はばたく中小企業・
小規模事業者300 社」 

経済産業省中小企業庁

「BCAOアワード2022」
企業防災賞
事業継続推進機構

「国土強靭化・
民間の取組事例」選定
内閣官房国土強靭化推進室
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仙台駅より約 5㎞の立地で市内～東北エリアへのアクセス性に富んだ場所に位置します。

カワチ薬品 DPL
大和ハウス工業
物流施設
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太子堂駅（所在地まで徒歩約５分）
〇仙台駅⇒太子堂駅　ＪＲ東北本線利用 約 7分
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仙台長町未来共創センター
約 1Km

273

長町ＩＣ
〇所在地⇒長町ＩＣ（仙台南部道路）
長町 ICより１Km , 車で 5分
※東北自動車道へもアクセス良好

仙台市役所

F&P東日本事業部

仙台駅

長町駅

太子堂駅
IC 山田

東北大学災害科学国際研究所IC
仙台宮城

地下鉄南北線

市営南北線市営南北線

長町駅長町駅

太子堂駅太子堂駅

長町小学校

仙台南警察署

大野田小学校 東長町小学校

セビオアリーナ仙台

KHB東日本放送本社

長町中学校

太白区役所

郡山中学校

仙台市立病院
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JR 東北本線
東北新幹線

仙台空港アクセス線
仙台空港へ太子堂駅より17分 仙台南部道路長町 IC方面➡

仙台長町未来共創センター

周辺地図とアクセス 施設概要

敷地面積　1,426.67 ㎡ (431.57 坪 )
延床面積　2,864.73 ㎡ (866.58 坪）　
ワンフロア賃貸床面積　約 110坪　S造　5階建て
駐車台数 19 台 ( 内 EV用 2 台）　バイク駐車場 7台　　駐輪場 12 台  ( + 周辺で駐車場設置 )

小規模保育園 /学童保育 
賃貸面積：300.82 ㎡ (91.00 坪 )

テナントオフィス
賃貸面積：395.07 ㎡ (119.50 坪 )

テナントオフィス
賃貸面積：390.04 ㎡ (117.98 坪 )

テナントオフィス
賃貸面積：331.50 ㎡ (100.25 坪 )

AZ-COM丸和 BCPギャラリー /
セミナールーム /備蓄物流倉庫
賃貸面積：374.94 ㎡ (113.41 坪 )

1F
2F
3F
4F
5F

AZ-COM 丸和 BCP ギャラリー / セミナールーム / 備蓄物流倉庫

BCP 物流事業に取り組む（株）丸和運輸機関との連携

平時・F&P オフィス、非常時・災害対策本部兼避難所

東京首都圏大災害時は、F&P:BCP(経営代替拠点)
ベランダ … はしご車から消防隊が救出・消化活動が可能
シャワー … 入浴が可能
キッチン … 温かい食べ物の提供可能
ソファ　 … 療養ベッドとして代替可能

・BCP 物流や産官学による防災連携、企業防災事例の研究などの情報発信拠点
・セミナールームは平常時地域への貸し出し可能
・地域小学校への防災授業の実施
・産官学連携による防災講演会の開催
・非常時には二社連携により帰宅困難者 80 人を受け入れる一時滞在場所を開設
・（株）丸和運輸機関の輸送機能により被災場所 (F&P 各事業所含む )へ物資輸送
・備蓄物流倉庫は床荷重 1t/ ㎡。重量物も保管可能
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仙台空港
〇太子堂駅⇒仙台空港　仙台空港より約 10Km
仙台空港アクセス線利用 17分

仙台空港へ車で 25分

仙台駅へ車で 20分

東北大学災害科学国際研究所へ車で 20分

周辺主要施設

仙台空港駅

2F

5F

災害時に避難所で必要な
「TKB」の対策を備えています

TKBTKB

Ｔ ＝ トイレの課題…「汚い」「段差」「和式」
Ｋ ＝ キッチンの課題…毎日、パンやおにぎり
Ｂ ＝ ベッドの課題…床の雑魚寝が健康を害す

ＴＫＢは、「トイレ・キッチン・ベッド」の略で、
それぞれ下記のような課題があり、現場での
対策が必要といわれています。
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▼

施設特徴

非常時の施設機能

72時間以上電気が消えない施設
電気の3次バックアップにより、災害時に人を守る

地域の住民を守るため、非常時には帰宅困難者一時滞在場所（約80人分）の設備機器や備品を確保

(1) 10t 車が出入り可能な動線を確保
(2) エントランスから人荷用エレベーターまで、1.1mx1.1mのパレットが往来可能
(3) 重量物の運搬に耐えられる強度の床タイルを採用
(4) 悪天候でも物資が濡れないようエントランスに庇を設置

5F
RF

3F

2F

1F

4F
充放電池/EV

充電ステーションで充電

太陽光発電で
蓄電した電気を使用

常時

非常時 1 2 3
EVから電気を
もらって使用72時間稼働 備蓄品懐中電灯

スマホ充電使用 4000台

太陽光発電
⬇

蓄電池へ蓄電

テレビ視聴 600時間 パソコン使用 1200時間

発電機使用

STEPSTEP STEPSTEP STEPSTEP

EV

EV

太陽光発電で
蓄電した電気を使用

非常用発電機 太陽光パネル 蓄電池 電気自動車
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インタンク
非常用発電機用の重油
5000Lを保管。

5 受水槽
容量 6700L。
非常時の生活用水となる。

6 蓄電池
太陽光で発電した電気を蓄電、
電気自動車のリチウムイオン
電池を再利用。

7 非常用発電機
停電時72時間連続稼働、
電気容量300kVA。

8

仙台長町未来共創センターでは、72時間以上電気が消えない施設を目指し、非常用発電機、太陽光発電＋蓄電池、EV充放電
システム(V2X)の電気の３次バックアップシステムを導入。停電が発生すると非常用発電機が自動で起動し、72時間稼働します。
その後、太陽光発電で蓄電した電気を使用するほか、EV充放電システムにより、電気自動車や水素自動車から電気を施設に
送ることもでき、これらにより災害時に人を守る・明かりが消えない施設を実現しています。

電気以外の
備え

帰宅困難者
一時受け入れ施設

テナント /帰宅困難者用
備蓄食糧
6日分

帰宅困難者
受け入れ人数
約80 名分

2F AZ-COM 丸和BCPギャラリー・セミナールームは、非常時には帰宅困難者一時滞在場所に
機能転換。帰宅困難者最大80名を受け入れる。

自動販売機
災害発生時には自動販売機
の飲料を無償提供。

10

F&P オフィス
東京首都圏発災時の
本社機能移転・災害
対策本部。
停電時にも光が入り
やすいガラス張りの
デザイン

太陽光パネル
最大30Khwの発電能力。
日中建物使用電力の25%
を賄う。

ほぼ紙トイレ
紙製の備蓄型個室トイレ。
電気上下水道不要、
20分で組み立て可能。

12 人荷用エレベーター
1.1m x 1.1mのパレット
2枚積み込み、ハンドリフ
ターでの運搬が可能

9備蓄品
F&PのBCPとして200名X6日分
を（株）丸和運輸機関が保管管理。
非常時は帰宅困難者に提供。

11

かまどベンチ
通常時はベンチ、災害時には
炊き出し用かまどに変身。

1 防災マンホール
マンホールの上に簡易便座を
設け、トイレを迅速に確保。

2 EV充放電システム（V2X)
非常時には動く蓄電池と発電機
として活用（広域災害連携）

4ソーラー街路灯
太陽光エネルギーで稼働、
電源から携帯電話の充電可能。

3

物資運搬動線の工夫

トラック

トラック

パ
レ
ッ
ト
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